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q 単位生産すれば pq 円の収入を上げることができる。この場合，商品１単位あたりの平均収入も，















































価格 p×生産量 q＝総生産額 R
として，
総生産額 R－費用 C＝利潤 r



































































































































































































































































































































































































































































































年，所収。Milton Friedman, The Methodology of Positive Economics.）における有名な，前提が荒唐無稽でも現実
の実証分析に役立てば理論として有益であるとする科学哲学によっても正当化困難ではないのであろうか。現実
には１９世紀中葉の産業資本主義タイプでも２０世紀中葉の独占資本主義タイプでも，さらには現在のグローバル競
争資本主義タイプでも，費用逓減的競争こそ一般的であると考えられるからである。
マルクス経済学と限界分析（三）
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